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日本気象学会昭和40年度

総会議　事　録

日時　昭和40年5月12日
場所　　大阪府厚生会館講堂

出席通常会員143名，

以上総数416名．

書面参加者および委任状総数273名，

　　4月1日現在の通常会員198名で，上記の出席者数は定款第36条による通常会員数の1／5以上，

書面参加および委任状によらない出席会員数は通常会員数の1／25以上の条件を満たしているので総
会は成立．

　　議長は出席会員の互選によるものであるが，司会者に一任されたので，大会委員長間野浩会員を

推すことになり，満場一致で決定された．

　　なお総会に先立つて，大阪府知事および大阪市長よりあいさつがあつた．

　　以下総会の内容は次のとおりである．　　　　　　　　　　　　　　　．

　（1）理事長あいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　（北岡理事代読）

　緑香る五月，浪速の地において，久しぶりに，昭和40

年春の総会を開くことは誠に喜ばしく，本会の開催にご

尽力下さった間野台長はじめ，大阪管区気象台の皆様に

厚くおん礼申上げます．わたくしも参加すべきところ病

気のために欠席致すことは皆様に相すまぬと同時に残念

に思います．

　さて，現在は気象学の著しい発展期であります．気

象・ケット，気象衛星等の新しい測器の実用化が緒にっ

き，電子計算機の大型化が必要になり，その他種々の新

しい測器や，数値実験という新しい研究方法が生れまし

た．このように器械や方法は新しい発展をしつつありま

す．しかしこれを運用する気象界の体制は旧態依然の感

が深く，他の分野の発展をみるとき，立ちおくれを感じ

ます．
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　気象学会の長期計画は2・3年前より始められ，新潟，

福岡大会でも討議されたようです（2回共わたくしは海

外出張と病気のため欠席）．　この春の総会において決議

して頂く予定ですが，4月に日本学術会議の春の総会で

長期計画の件が議題になり，この機会を失うともう機会

がないとのことであったので，地球物理学研究連絡委員

会気象分科会および気象学会理事会の名で提出しておぎ

ました．気象学会内の一層の討議および決議をお願いし

ます．このくわしい事情は委員が説明します．要するに

学問の進歩，技術の開発，社会の要請の増大に応じて気

象界も進歩しなければならないのです．そのためには組

織・体制は，学問技術の進歩に追従しなければなりませ

ん．気象学の現状を見るとき，まず研究者層の薄いこと

を痛感するのであります．一問題に一人あてたら，あち

らにもこちらにも大きな穴ができると思います．現在は

一人で何役もやり，穴には目を閉ざしている状態です．
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今の状態でいけば，日本の気象学研究は先細りになり，

翻訳のみになってしまうでしょう．長期計画委員会案も

完全ではないかもしれないが，この欠陥をうずめるのが

主旨ですから，皆様の好意ある御討議をお願い致しま

す．

　昨年，福岡大会の頃から私は健康を害しましたので，

今回，理事長の重責を解いて頂くよう，理事会にお願い

中であります．任期の途中で交代するのは，申し訳ない

ことですが，了承願います．健康が回復しだい何等かの

形で，日本気象学会に喜んで役にたちたいと思っており

ます．以上ごあいさつまで．

　　　　昭和40年5月12日

　　　　　　　　日本気象学会理事長正野重方

　（2）　学会賞藤原賞授賞

　本年度の学会賞を授与するにあたり，北岡理事長代理

から，別紙（i196頁参照）の推せん理由の紹介があり，満

場の拍手のうちに，樋口敬二会員に賞状，賞稗ならびに

副賞が授与された．

　っづいて本年度の藤原賞の授与にあたり，別紙（196頁

参照）の推せん理由の紹介があり，満場の拍手のうちに，

山本義一会員に賞状，賞牌ならびに副賞が授与された．

　（3）　昭和39年度事業経過報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　安　藤理事

　わたくしどもが，第13期の学会理事として就任いたし

まして，ここに1年，いろいろの事業事務を執行してま

いりましたが，その中でもっとも大きなものが2っござ

いました．その1つは国際雲物理会議の開催のための準

備であり，他の1っは気象学の長期計画の樹立でありま

す．

　国際雲物理会議の準備経過につきましては，その都度

天気誌上で発表してまいりましたので，大略はご承知の

ことと存じますが，主要な点につきましてご報告いたし

ます．

　今回日本で開催されます国際雲物理会議は，　IAMAP

（国際気象学及び大気物理学連合）の提案によって，雲

物理学開催の国際会議の開催と，この分野での国際研究

協力とを促進するために設けられたAd　Hoc　Committee

on　Cloud　Physlcs　and　Modi飢at1on　（雲物理特別委員

会）の主催による第1回の国際会議であります．この会

議が日本で開催されることが決定されて以来，日本国内

においては，当学会を中心とした畠山久尚前気象庁長官

を委員長とする組織委員会を設けて昨年の1月以来鋭意
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その準備を進めて参りましたが，6月にいたってIAMAP

WMO・日本気象学会・日本学術会議の4者主催で開催

することを決定し，7月以降そのアナウソスを世界各国

に行って参りました．さらに9月には国外国内の雲物理

学者および気象学者に招待状を発送しました．その間事

務の強化をはかるため，気象研究所長大谷東平博士を局

長とする事務局を設け’，8つの班によって講演，財務，

経理，設営，接待，会場，渉外，庶務などの事務を処理

して参りました．

　以上の結果会議への出席者，論文発表の申込は，当初

の予想をはるかに上廻り，1961年のオーストラリヤの際

の60名の2倍以上の参加者が予定され，質量ともに従来

に見られないすぐれた研究の発表討論が期待されており

ます．

　わたくしどもは，この国際会議を成功させるために，

募金その他あらゆる努力を傾注して参りましたが，開催

を目前に控えまして，会員諸氏の一層のご協力を切にお

願いするものであります．

　気象学の長期計画の樹立にあたりましては，委員会を

設けてその草案の起草にあたり，昨年秋に第2次草案の

作成をみたのでありますが，さらに万全を期するために

秋の福岡大会でその討議を行い，数次の検討をへて，第

3次草案の完成をみました．本日その草案を検討願い気

象学会としての長期計画の正案としたいと考えておりま

す．くわしくは議題の審議の際の説明にゆずりますがこ

れは今後少なくとも10力年間に，気象学のあるべき姿を

描いたものでありますので，慎重に検討をいただきたい

と考えております．

　その他，大会，例会のほかに，一般の研究発表の場を

与え，気象学の研究を促進する意味で，年2回の講演会

を開催することといたしました．この春にその第1回の

講演会を催しましたが，いまだ趣旨の徹底を欠くため

か，充分にその目的をはたしていないうらみがありま

す．今後その趣旨をよく徹底させるとともに，会員のご

協力を得て，この講演会が所期の目的を果すように努力

してまいり度いと思っております．

　次にご報告申し上げなければならないことは，気象学

会の理事長を正野重方博士から畠山久尚博士に替ってい

ただくことになりました．

　さきの理事長のあいさつにもありましたように，正野

理事長には昨年の春以来健康をそこねられ，再三理事長

の職を退きたいとのご意向がありましたが，その都度ご

留慰を願って今日まで参りました．しかしご健康もさら
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にすぐれないご様子なので，この際全国理事会にはか

り，理事長のご退任を認めた次第であります．さいわい

に畠山博士が替ってご就任を願えるはこびとなりました

ので，新理事長の下にわれわれはさらに学会運営に努力

を重ねたいと存じている次第であります．なお交替は本

大会以降にいたす考えでおります．

　また昨年夏中国の北京で行われました北京シソポジウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マムには，当学会から小平，増田両会員が出席いたしまし

た．これを機会に一層両国の学術交流が盛んになること

を願うとともに，ご寄付やご協力をいただきました会員

諸氏に，ここで厚くお礼申し上げます．

　その他本日の総会におきましては，定款，細則などの

改正を，審議願う予定でございますが，その際趣旨を説

朋いたす通り，学会の運営をさらに円滑に進めたい意向

に他なりませんので，慎重ご討議を重ねてお願いする次

第でございます．

　以上をもちまして，簡単ではありますが，39年度の事

業経過報告の説明といたします．

　（4）昭和39．年度会計決算報告ならびに監査報告

　　　　　　　　　　　　桜庭　理事・高橋（浩）監事

　桜庭会計担当理事から，別紙2（216頁参照）のように

昭和39年度会計決算報告があり，つづいて高橋監事から

伺決算に対する監査を実施した結果，おおむね良好であ

るとの報告があった．両報告を一括して，会員にはかっ

了た結果，全員異議なく可決された．

　（5）　昭和40年度事業計画ならびに予算案審議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜庭理事

　別紙3（表紙3頁参照）のような昭和40年度予算案に

ついて桜庭理事から説明があったが，その内容は次の細

則の一部改正に関連するので，細則の改正を先議した結

果，両者一括して会員にはかった所，賛成多数で可決

された．

　（6）定款ならびに細則の一部改正に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　理事

　安藤理事から，総会の議題としては，1「外国会員の

，設定に関する事項」と，2「気象集誌だけを希望してい

鎗65年6月
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たA会員のB会員へのふり替に関する事項」の2点が提

出されているが，1の事項は全国理事会の諒承がえられ

ないので，今回は撤回する旨の説明があった．したがっ

て本総会には，細則の一部改正として，2の項目だけを

議題として会員にはかった所，賛成多数で可決された．

　その結果細則の一部は次のように改正された．

　「第15条　本会は機関誌として気象集誌および天気を

発行する。　（ただし攣会運営上に必要な事項は，すべて

天気に公示する（以下略）」

　「第17条　名誉会員，団体会員および通常会員のうち

のB会員には，天気および気象集誌を無償で配布し，通

常会員のうちのA会員には，天気を無償で配布する．団

体会員のうちのA会員には，その希望に従い天気または

気象集誌の何れかを無償で配布する。」

　（7）気象学の長期計画に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉野　理事

　天気2月号所載の第3次草案について，骨子を吉野理

事から説明し，この案の趣旨にっいて会員の諒解を求め

た所，賛成多数で可決された．よって第3次草案は，日

本気象学会の正案として採択された．

　（8）境界層と乱流に関する国際シンポジウム

　　　　に際して気象学会で講演会を開催する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸保理事

　来年（昭和41年）9月京都で行われるBoundary　Layer

のシソポジウムは，出席者に制限があるので，これに先

立って東京でオープソの講演会を当学会で開催したい．

なおこれに伴う経費は，特別な措置はとらず，通常会計

の許す範囲内で行う旨の説明があったが，採決の結果全

員異議なくこの件は諒承をえた．

　（10）　事年度の当番支部に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　理事

　来年度（昭和41年）の当番支部としては，東京大学に

お願いすることになったが，主催の衝にあたる正野理事

長の健康状態によっては，変更があるかも知れない旨め

説明に対し，全員異議なく諒承された．
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